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＜韓国へ＞ 
 12 月の中旬に帰国し、約２か月間日本でアルバイトをしたり、旅行をしたりと久しぶり
の日本の生活を満喫しました。韓国へ入国する時は、外国人登録証を持っていたのでスム
ーズに入国手続きをすることができました。幸いにも今回も、学校の方に空港から大学ま
で送迎してもらうことができたのでとても助かりました。大学についた後、韓国人の友達
に会いに行き、預かっていた荷物を受け取りました。布団やシャンプー、ハンガーなど生
活に必要なものを預かってもらっていたので、友達にはとても感謝しています。 
 韓国に戻ってきてから数日間、ホームシックのような気分になってしまい、「早く日本に
戻りたい、日本の料理や景色が恋しい」と思いました。なので、日本にいる友達と電話し
たり、新しく友達を作って買い物に行ったりして、気を紛らわせてなんとか過ごしまし
た。今は、韓国の生活がまた楽しくなってきました。 
 韓国に行く直前で、大学の履修登録が済んでいないことと寮費のお知らせが来てないこ
とに気づき、学校の担当の方に連絡をしました。履修は学校が始まってからして、寮費も
韓国に来てから教えてもらいました。日本のように、色々な情報が前もって届き、教えて
もらえるとは限らないので、留学前や留学中に不安なことがあれば、留学先の担当の方に
すぐに聞いた方がいいと思いました。これは誰が悪いと言う問題ではないですが、自分の
力で海外で生きると言うことは、受動的ではダメだということをやっと最近学びました。 
 
＜生活面＞ 
 韓国に着いた翌日、早速買い物に行きました。細々としたものや枕がなかったので、天
安ターミナルの周辺にあるお店に行きました。その日の昼食の時に出会ったタイ人の留学
生と一緒にいくことになり、移動中もタイの文化や生活を色々と教えてもらいました。留
学中は韓国以外の国の人と仲良くなる機会が多いので、色々な国の文化や言語を知ること
ができて、とても楽しいです。 
 私が韓国に来てから数日間寮のご飯がなかったので、学校の近くのご飯屋さんにて 
無料でお昼を食べることができたのでとても助かりました。海外にいると、食事をしっか
りととるのが難しい時が多くなってしまいますが、ご飯を食べることができる環境がある
だけでとてもありがたいことです。大変なことがあっても、ご飯はしっかりと食べていき
たいです。 
 
＜今後に＞ 
 3月から学校が始まり、留学もいよいよ折り返しとなりました。４ヶ月は結構あっとい



う間にすぎてしまうので、毎日を大切に楽しんでいきたいです。まずは健康第一に規則正
しい生活と食事には気をつけていきたいです。 
 日本からスケボーをもってきたので、サークルも楽しんでいきたいと思います。 
そして、最近将来やりたいことがやっと見つかったのでそれに向けて、韓国語の勉強も頑
張っていきたいです。 
 これからも寮の看板猫の写真を載せていくので楽しみにしていてください☆ 
 


